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資料 １ 

新潟市北区郷土博物館  概 要 

１.基本構想 

活動趣旨 縄文時代からこの地方で生活してきた先人たちは、厳しい自然に適応し、

利用し、闘うなかで文化や産業を形成してきた。わたしたちはこれらの重要な文化遺産

を収集し、保存展示することによって郷土の歩みをみつめ、より豊かな生活の創造をめ

ざし、未来に向かって郷土を考える市民のための博物館とする。

テーマと機能的役割  そのために次に掲げるテーマと機能的役割を設定する。 

（１）「北区の歴史と文化」をテーマとし、郷土色豊かな博物館とする。 

（２）北区は新潟砂丘列が発達し、越後平野の典型的な構造を示している。そのため、

常設展示は、収蔵資料や指定文化財等を有効に活用し、子どもたちをはじめ、市

民が地域の大地や歴史文化、伝統を理解・共有し、北区の魅力を再発見できるよ

うなものとする。 

（３）市民の生涯学習の一大拠点とし、多様な文化的欲求や関心に応え、教養の場、憩

いの場を提供する。 

（４）郷土の理解、認識を踏まえ、新たな時代に向けて展望をきりひらくためのイマジ

ネーションをかきたてる空間とする。 

（５）学校教育、各分野の研究者、県内外の来訪者に対する情報提供を行う。 

事業  その機能を果たすため、次の事業を行う。 

（１）常設展示 常設展示室 

常設展示のテーマは 「阿賀北の大地と人々のくらし」とし、収蔵資料や指定文

化財等を有効に活用して展示を行う。 

（２）企画展示 特別展示室（集会室）、ホール

常設展ではいいつくせなかった部分や、さらに深く取り組む必要のあるテーマに

ついては、学芸活動の蓄積を基にして特別展示を行い、歴史、民俗、美術、書な

ど、各分野の研究と資料の公開に努める。また、市民各層の自発的研究、学習成

果の発表の場、小音楽会、市民ギャラリーとしても活用する。 

（３）普及活動 集会室（特別展示室）、ホール

講演会、体験教室、講座、見学など幅広い年令層を対象に、郷土の姿を総合的に

学習する。また、展示についての質問や収蔵資料の研究、郷土史関連図書の閲覧

など学習の相談に応じるとともに情報提供を行う。さらに、博物館の良きパート

ナーとなる各サークル活動を積極的に支援し、次世代と郷土のために相互協力し

て事業を行う。 
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（４）収集・保存 収蔵室、郷土資料収蔵庫

考古、民俗、歴史、美術、書など郷土に関する貴重な資料を収集・保存する。 

（５）調査・研究 事務室、図書室、収蔵室、郷土資料収蔵庫

博物館の基盤となる活動で、収蔵資料の調査研究を分野ごとに計画的に継続し、

その成果を展示や出版、教育普及事業などを通じて公開する。このことにより調

査研究の進展と資料の充実を計る。

２. 施設の概要 

本  館 

・創 立      昭和４３年１１月３日（旧葛塚農商学校校舎）

・新館竣工    昭和５５年５月８日  鉄筋平屋建て一部高床式   

敷地面積 ２，６８４㎡    延べ床面積 １，０６４㎡ 

・開 館      昭和５６年３月２８日 常設展示「福島潟と人々のくらし」 

・リニューアルオープン  平成１０年 ７月２日  

常設展示「－書聖－弦巻松蔭の世界」 

・リニューアルオープン 平成２８年１１月３日 

常設展示「阿賀北の大地と人々のくらし」

・ 所 在 地    新潟市北区嘉山３，４５２番地 

・ Ｔ Ｅ Ｌ     ０２５－３８６－１０８１    Ｆ Ａ Ｘ  ０２５－３８８－６２９０ 

・開館時間     ９：００～１７：００          入 館 料    無    料 

・ 休 館 日    毎週月曜日、祝日の翌日、１２／２８～１／３ 

横井の丘ふるさと資料館 (分館)    平成 29 年 4月から休館中 

・開  館   平成１６年４月１３日 

旧横井小学校特別教室  木造２階建て２３１．８６㎡ 

・展示内容   （１Ｆ）   「水との闘い」、「木崎村小作争議」 

「葛塚縞手織りの会実演・体験」 

（階段・踊場）「学校の移り変わり」、「担ぐ・包む体験コーナー」 

（２Ｆ）     「民具で知る昔のくらし」 

収 蔵 庫 (合併建設計画) 

・竣工年月日 平成 23年 3月 31 日 

            建築面積  541.29 ㎡ 

延床面積  586.18 ㎡ 

     第 1 収蔵室 267.45 ㎡   第 2収蔵室 122.55 ㎡(空調，窒素消化設備) 

資料整理作業室 80.55 ㎡ 
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３．北区郷土博物館収蔵資料一覧  総計 約４９，３４０点(平成 29 年 3 月 31 日) 

資 料 区 分 内   容 数   量 

(1)考 古 資 料 ・鳥屋遺跡他(畠山コレクション) 約２２０箱 

ｺﾝﾃﾅ(30×35×5cm) 

(2)民 俗 資 料 ・福島潟民俗資料など 約 ３，７００点 

(3)山口賢俊コレクション 

(民俗資料) 

・郷土玩具 

・調査ネガフィルム 

・8mm テープ 

・資料ノート・綴り 

・スケッチ・調査写真集 

２９７点 

７４１点 

９２点 

１２２点 

３５点 

      計 １，２８７点 

(4)歴 史 資 料 ・佐藤家・倉島家など ６０件 

・未整理約箱 

３２，３３３点 

約 ３，０００点 

      計 ３６，１１０点 

(5)美術資料・工芸（産業資

料） 

・工芸品（太丘焼） ５８点 

(6)美術資料・書画（歴史資

料） 

・書画（遠藤七郎など） 

・書画（弦巻松蔭コレクション 

遠藤七郎、中林梧竹等の書画等）

７１点 

２４点 

計 ９５点 

(7)美術資料・造形芸術（芸

術） 

・絵画（油彩、日本画、水彩） 

・版画 

・彫刻 

・現代工芸 

・写真 

・資料的作品 

１７２点 

３９点 

 ６点 

 ５点 

２４点 

 ６点 

      計 ２５２点 
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(8)書 弦巻松蔭 

 ・作品 

 ・看板 

 ・祭幟 

 ・草稿、臨書手本、手本類 

 ・作品資料 

上田桑鳩 

・作品 

・看板 

・臨書半紙、臨書折帖 

・絵画、画帳 

・書簡類（弦巻松蔭宛て、 

竹内風聲宛て） 

 ・草稿 

 ・陶芸 

 ・作品資料 

 ・その他資料 

小黒五稜 

・作品 

・看板草稿 

１６２点 

 １１点 

１３点 

３０点 

８７点 

９０点 

 １点 

１４点 

２１点 

１３４点 

  ２点 

 １１点 

１０点 

１１点 

１８点 

 ５点 

計 ６２０点 

(9)弦巻松蔭コレクション ・コレクション(文房具他)      ※６，２３４点

(10)写真資料(パネル等) ・人文関係 ７３４点 

(11)岩石・化石  ３０点 

※弦巻松蔭コレクションは総数６,４３４点である。 

（９）に記した弦巻松蔭コレクションは、（６）（８）に記した書関係資料２００点を除 

く、法帖類・文房具・家具・民芸品・ミニチュアその他の総点数である。 
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４．新潟市北区の指定文化財一覧

区分 NO. 種別 名    称 員数 指定年月日 所有者・管理者 

県 1 天 高森の大ケヤキ 1 S31. 3.23 稲荷神社（高森） 

市 1 民芸 他門の神楽 1 S38. 1.12 他門神楽保存会 

市 2 民芸 嘉山の神楽 1 S38. 1.12 嘉山神楽保存会 

市 3 民芸 内島見の神楽 1 S38. 1.12 内島見神楽保存会 

市 4 民芸 葛塚盆踊り 1 S38. 1.12 豊栄郷土民謡保存会 

市 5 民芸 内沼獅子舞 1 S38. 1.12 内沼獅子舞保存会 

市 6 民芸 高森の神楽 1 S38. 1.12 高森いざや神楽保存会

市 7 民芸 長場の神楽 1 S38. 1.12 長場神楽保存会 

市 8 民芸 正尺の神楽 1 S40. 7.15 正尺神楽保存会 

市 9 歴資 豊栄市役所文書 6834 S46. 8.30 北区郷土博物館 

市 10 歴資 佐藤家文書 3112 S46. 8.30 北区郷土博物館 

市 11 古 倉嶋家文書 677 S48. 6.18 北区郷土博物館 

市 12 工 赤絵花菱唐草文灯籠 1 対 S58. 3.31 上宮社（太子堂） 

市 13 工 墨絵金彩武者絵深鉢 1 S58. 3.31 北区郷土博物館 

市 14 考 市内遺跡出土品 72 S58. 3.31 北区郷土博物館 

市 15 考 鳥屋遺跡発掘調査出土品 1 括 S59. 4. 1 市文化財センター 

市 16 考 上黒山遺跡出土品 1 括 S59. 4. 1 北区郷土博物館 

市 17 歴資 北辰隊関係資料 132 H 9. 3.31 北区郷土博物館 

市 18 歴資 木崎小作争議関係資料 675 H 9. 3.31 北区郷土博物館 

市 19 有民 福島潟民俗資料 401 H 9. 3.31 北区郷土博物館 

市 20 天 大久保の大ケヤキ 1 H12. 5.26 神明社（大久保） 

市 21 建 法淳寺本堂 １ H13.11．3 法淳寺（濁川） 
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区分 NO. 種別 名    称 員数 指定年月日 所有者・管理者 

市 22 考 
葛塚遺跡出土  

朱塗り線刻人物画土器 
1 H14. 3. 8 市文化財センター 

市 23 歴資 下興野新田絵図 4 H17. 3.18 北区郷土博物館 

市 24 工 色絵金彩梅鶯松蝉図花瓶 1 対 H17. 3.18 北区郷土博物館 

市 25 工 染付藻魚図平鉢 1 H17. 3.18 北区郷土博物館 

市 26 古 
寛政二庚戌年 

 福島潟絵図 
1 H17. 3.18 

照善寺（嘉山１） 

博物館寄託資料 

市 27 歴資 綿向神社勧請石柱 1 H17. 3.18 内沼神社（内沼） 

＊種別について               

天→天然記念物、民芸→民俗芸能、古→古文書、工→工芸、考→考古、歴資→歴史資料、有民→有

形民俗文化財、建→建造物 

５．新潟市北区の国登録有形文化財

NO. 種別 名    称 員数 登録年月日 所有者・管理者 

1 建 太古山日長堂 主屋・仏蔵 2 棟 H12. 4.28 (財)太古山日長堂 

 （新崎２） 

2 建 内島見観音堂・仁王堂 2 H19.12.５ 宗教法人養福寺 

内島見自治会 

3 建 石動神社本殿・拝殿 2 H20. 7. 8 宗教法人 石動神社 

4 建 古峯神社本殿 1 H20. 7. 8 宗教法人 石動神社 

古峯葛塚講中 

5 建 稲荷神社本殿・拝殿及び幣

殿・神輿庫 

3 H20. 7. 8 宗教法人 稲荷神社 

6 建 開市神社拝殿 1 H20. 7. 8 宗教法人 稲荷神社 
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６．北区郷土博物館関係法律・条例・組織規則 

○博物館法(抜粋) 

昭和２６年１２月１日  

法律第２８５号 

(定義) 

第２条 この法律において「博物館」とは、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収

集し、保管(育成を含む。以下同じ。)し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、そ

の教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を行い、あわせてこれらの資

料に関する調査研究をすることを目的とする機関(社会教育法による公民館及び図書館法(昭和

２５年法律第１１８号)による図書館を除く。)のうち、地方公共団体、一般社団法人若しくは一般

財団法人、宗教法人又は政令で定めるその他の法人(独立行政法人(独立行政法人通則法(平

成１１年法律第１０３号)第二条第一項に規定する独立行政法人をいう。第２９条において同じ。)

を除く。)が設置するもので次章の規定による登録を受けたものをいう。 

○新潟市北区郷土博物館条例(抜粋) 

平成 16 年 12 月 24 日  

条例第 50 号  

(事業 ) 

第 2 条  博物館は，前条第 1 項に規定する目的を達成するため，次に掲げる事業を

行う。 

(1) 北区の考古，歴史，民俗，美術等に関する資料(以下「資料」という。)の収集，

保管及び展示に関すること 

(2) 資料の調査研究及びその成果の公開に関すること 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか，博物館の目的を達成するために必要な事業  

○新潟市行政組織規則(抜粋) 

(委員会等の事務の補助執行) 

第 57 条  地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号 )第 180 条の 7 の規定により市長と

各委員会との協議により文化スポーツ部長，文化スポーツ部歴史文化課の職員，

総務部 IT 推進課の職員，区役所の職員が補助執行する各委員会の事務は，次

に掲げるとおりとする。 

(1)～(7),(9) －略－ 

    (8) 北区役所地域課の職員が補助執行する教育委員会の事務 北区郷土博

物館の管理及び運営に関する事項
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○新潟市区役所組織規則(抜粋) 

(機関の分掌事務) 

第 6 条  第 3 条第 1 項に規定する機関(福祉事務所を除く。)及び第 4 条第 1 項に

規定する福祉事務所の課の分掌事務は，おおむね次のとおりとする。 

北区郷土博物館 

(1) 考古，歴史，民俗，美術等に関する資料(以下この項において「資料」とい

う。)の収集，保管及び展示に関する事項 

(2) 資料の調査及び研究に関する事項 

(3) 文化財(埋蔵文化財を除く。)の調査，保存及び活用に関する事項 

(4) 北区郷土博物館の利用に関する事項 

(5) 博物館協議会に関する事項 

(6) 北区郷土博物館の施設及び設備の維持管理に関する事項 

(7) 横井の丘ふるさと資料館の維持管理に関する事項 

(8) その他北区郷土博物館の設置の目的を達成するために必要な事業に関する

事項 


